
　　土木史
研究発表会
2024年

6月22日（土）・23日（日）

対面会場 名城大学天白キャンパス
共通講義棟北 名城ホール

※事前申込みなしでの当日の会場参加はご遠慮ください

主催：土木学会土木史委員会
※のみ共催 ： 水辺とまちの入口研究所

土木学会認定 CPD プログラム
　6/22（土） 研究発表会：5.5 単位
　　　　　   シンポジウム：2.0 単位
　6/23（日） 研究発表会：4.2 単位

※後日招待メールを送信します
オンライン ウェビナー

第44回

日本には、水にまつわる歴史や文化が存在します。中部で活
動する実践者／研究者からの報告をもとに、水の歴史・文化
をいかしたまちづくりの課題と可能性について議論します。

JR 名古屋駅 広小路口 集合→ささしまライブ 解散

堀川・中川運河を中心に船上から名古屋の土木遺産を
辿るほか、四間道・那古野地区の見どころを巡ります。

発表会・エクスカーション
一般参加可
シンポジウム
聴講無料
事前申込制

ハイブリッド開催

申し込み方法

　　 08:45 　　　　  
09:00 ～ 15:35

09:00 ～ 15:05

15:20 ～ 15:40

開会挨拶
【人物・教育】
【エネルギー・橋梁・人物】
【城下町・災害】【データと土木史】
【河川・水道】【土木史一般】

【遺跡および砂防施設】
【鉄道およびまちづくり】
【土木遺産と中部の土木史】【治水】
若手優秀講演賞表彰、閉会挨拶

研究発表会6月22日（土）16:00～18:00

6月22日（土）8:45～15:35

6月23日（日）9:00～15:40第１部　中部地域での取組み事例報告
第２部　パネルディスカッション

中部で考える、水の歴史と
　　　　文化をいかしたまちづくり

堀川・中川運河の土木遺産と
　　　　四間道・那古野のまちなみ

「水の歴史と文化をいかした
  　まちづくりとは？その課題と可能性」

■登壇者
佐々木 葉 氏（第 112 代土木学会 会長
　　　　　　  ／早稲田大学 教授／ saoco lab. 主催）
原田 守啓 氏（岐阜大学 准教授）
秀島 栄三 氏（名古屋工業大学 教授
　　　　　　  ／水辺とまちの入口研究所 共同代表）

■コーディネーター
田中 尚人 氏  （熊本大学 准教授）

6月21日（金）13:45～17:30

シンポジウム

エクスカーション

研究会発表会にご参加の方は、シンポジウム
には申し込みなしでご参加いただけます。
詳細は、土木史委員会のウェブサイト（総合
案内）をご参照ください。
https://committees.jsce.or.jp/hsce03/node/34

参加費等 申込締切

シンポジウムのみ 無料 6月 16 日（日）まで

研究発表会 一般 3,000 円
学生 1,500 円

土木史研究講演集のみ 4,500 円
（参加費別途）

エクスカーション※ 3,500円 定員 20名
（船代・保険料込）

6月 16 日（日）まで
定員になり次第募集終了

コンビニ払い：
　6月 9日（日）まで
クレジット払い：
　6月 16 日（日）まで


